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令和５年度事業報告書 
 

Ⅰ．事 業 
１．概 要 

当年度は、ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループホールディングスの株式配当、上場

株式投資信託(ETF)の配当と債券利息を合わせ、従来の事業規模を維持しうる運用収入が

得られた。一方、事業費総額は 5,556 万円となり、引き続き着実な事業活動を行うこと

ができた。 
当財団は「交通事故・各種災害の防止等」と「高齢者福祉」の 2 分野での助成事業を

柱としている。助成金の分野別内訳は、交通事故・各種災害の防止等分野が 1,545 万円、

高齢者福祉分野が 2,988 万円となった。 
なお、当財団の昭和 50 年発足以来の助成金の累計金額は 25 億 9,398 万円、累計件数

は 2,323 件となっている。 
 
 

２．事業実績 
当年度の事業分野別、事業種類別の助成件数、助成金額は次のとおり。 

（１）交通事故・各種災害の防止等分野 
 

 助成件数 助成金額(万円) 

研  究 １９ １，４６６ 

著作・論文表彰 ０ ０ 
普及・啓発 ４ ７８ 
助成計 ２３ １，５４５ 

 

（２）高齢者福祉分野 

 
 助成件数 助成金額(万円) 

研  究 ２４ ２，５９０ 

著作・論文表彰 １ ３０ 

普及・啓発 １ ８８ 

施設・事業 ３ ２８０ 

助成計 ２９ ２，９８８ 
 

（３）事業費合計（交通事故・各種災害の防止等分野＋高齢者福祉分野） 
 

 助成件数 助成金額(万円) 
研  究 ４３ ４，０５６ 

著作・論文表彰 １ ３０ 
普及・啓発 ５ １６６ 
施設・事業 ３ ２８０ 
助成計 ５２ ４，５３２ 
付帯費計  １，０２４ 

事業費合計（助成金＋付帯費） ５，５５６ 
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３．当年度の主な事業 
当年度における助成内容、助成先および助成金額は別紙「事業一覧」のとおり。 

（１）研究助成 
当財団の助成事業の中心は研究助成であるが、当年度についても合計 43 件、総額

4,056 万円の研究助成を行った。これは、助成金総額の 89.5%を占めている。 
 

①国内研究助成 
ａ．応募と決定の件数 

研究助成の応募件数、申請額ならびに決定件数、決定金額は次のとおり。 

 応募件数 申請額(万円) 決定件数 決定金額(万円) 
交通事故・各種災

害の防止等分野 
３７ ５，３５７ １１ ９３５ 

高齢者福祉分野 ９８ １６，２３７ ２４ ２，５９０ 

合 計 １３５ ２１，５９４ ３５ ３，５２５ 

ｂ．募集、選考および決定の状況 
当年度は令和 5 年 4 月 1 日から 6 月 30 日の期間に募集した。募集にあたっては、

できるだけ広くから多数の応募を受けられるよう、「応募要項」を当財団のホームペ

ージに、また「応募要項要旨」を助成財団センターホームページの助成金募集ニュー

スや『助成・奨学情報 navi』、大学病院情報ネットワーク（略称 UMIN）のホームペ

ージほかの媒体に掲載するなど周知に努め、応募件数は合計 135 件となった。 
交通事故・各種災害の防止等分野では選考委員会を 9 月 7 日に開催し 11 件 935 万

円を、高齢者福祉分野では選考委員会を 9 月 28 日に開催し 24 件 2,590 万円を選定

した。選考結果を 10 月 27 日開催の第 152 回理事会で諮り助成を決定した。当年度

も幅広いテーマから水準の高い研究を選ぶことができた。 
 

選考委員 
 髙田 邦道（委員長）日本大学名誉教授 交通工学 

鈴木 春男     千葉大学名誉教授 交通社会学 
太田 博雄     東北工業大学名誉教授 交通心理学 
関根 太郎     日本大学理工学部教授 自動車工学 

小川 武希     東京慈恵会医科大学名誉教授 救急医学 
 

高齢者福祉 大内 尉義（委員長）虎の門病院顧問 老年医学 

大泉 博子     元衆議院議員、元国際医療福祉大学客員教授 ｿｰｼｬﾙｻｰﾋﾞｽ 

児玉 桂子     日本社会事業大学名誉教授 福祉生活環境学 
島崎 謙治     国際医療福祉大学大学院教授 社会保障法･医療政策 
岩本 俊彦     東京医科大学名誉教授 

秋下 雅弘     東京都健康長寿医療ｾﾝﾀｰ ｾﾝﾀｰ長 老年医学 
 

ｃ．研究結果の開示 
令和 3 年度に助成した研究を中心に、合計 44 件の研究結果を収録した「研究結果

報告書集 第 27 巻」（A4 判 228 頁）を 7 月に刊行し、研究者および関係先に配布

したほか、同書の内容を当財団のホームページにも掲載した。また、当財団が助成し

た研究の成果を広く活用いただけるよう、当財団ホームページに検索機能を搭載し

ている。 

交通事故・

各種災害の

防止等 
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なお、当財団が助成決定した研究課題のリスト（助成研究課題、助成対象者および

助成金額）は、当財団のホームページで公開しているほか、助成財団センターにも提

供している。 
 

②海外研究助成 
海外研究助成は平成 19 年度に三井住友海上アジア持株会社、平成 30 年度に明台

産物保険社の協業を得て開始した。現在はタイと台湾において交通事故・各種災害

の防止等分野の研究助成事業を行っている。 
国内に準じた方法で募集・選考を行い、両国・地域の合計で 8 件、総額 531 万円

の研究助成を行った。 
 

（２）「三井住友海上福祉財団賞」－ 著作・論文表彰 － 
交通事故・各種災害の防止等と高齢者福祉の分野での優れた著作・論文を表彰する

「三井住友海上福祉財団賞」の募集を行い、交通事故・各種災害の防止等分野で 3 件、

高齢者福祉分野で 13 件の応募があった。 

① 募集対象期間 令和 3 年 4 月から令和 5 年 3 月の 2 年間に発表された著作・論文 
② 募集方法   自薦および他薦 
③ 応募期間   令和 5 年 4 月 1 日から 6 月 30 日まで 

前記の研究助成と同様に厳正なる選考を行った結果、高齢者福祉分野において「財

団奨励賞」として論文 1 点が選考された。選考結果を 10 月 27 日開催の第 152 回理事

会に諮り、財団奨励賞（副賞 30 万円）の贈呈を決定した。 

【交通事故・各種災害の防止等分野】 
財団賞 該当者なし 
 
財団奨励賞 該当者なし 

【高齢者福祉分野】 
財団賞 該当者なし 

 
財団奨励賞 －論文１点－ 

著者：重水 大智  国立長寿医療研究センター メディカルゲノムセンター 

部長 
題名：Whole-genome sequencing reveals novel ethnicity-specific rare 

variants associated with Alzheimer's disease 
全ゲノム解析による新規日本人特異的に認められるアルツハイマー病発

症に関連する変異の同定 
 

（３）普及・啓発助成 
当年度も交通事故・各種災害の防止等分野において、内閣府が主催する春・秋の全国

交通安全運動に協賛して同運動用のポスターを寄贈したほか、交通安全フォーラム開

催への協賛など 4 件に総額 78 万円を助成した。また、高齢者福祉分野では第 33 回日

本老年学会総会の「高齢者の自動車運転をめぐって」シンポジウムに協賛し、88 万円

を助成した。 
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（４）施設・事業助成 
デイサービス利用者の送迎等に使用する介護用福祉車両購入費用の補助として、3 施

設に総額 280 万円の助成を行った。 
 

４．研究助成および財団賞の贈呈式開催 
国内研究助成・財団賞の贈呈式を令和 5 年 11 月 28 日に六本木・住友会館において開

催した。 
来賓の内閣府大臣官房審議官（政策調整担当）滝澤幹滋様からご挨拶をいただき、交通

事故・各種災害の防止等分野は髙田邦道選考委員長から、高齢者福祉分野は大内尉義選考

委員長から講評が行われた。その後、柄澤理事長から財団奨励賞受賞者に表彰状、研究助

成対象者に贈呈状が手交され、研究助成対象者 2 名による記念講演が行われた。 
海外研究助成の贈呈式は令和 5 年 12 月 21 日に台湾の台北で、令和 6 年 1 月 26 日に

タイのバンコクでそれぞれ開催され、令和 5 年度助成先の各研究者へ目録を贈呈し、令

和 4 年度の助成先の各研究者が研究成果を発表した。 
 
 
Ⅱ．理事会・評議員会 
 

１．理事会 
○第 151 回理事会  令和 5 年 6 月 5 日開催 

第 1 号議案  令和 4 年度事業報告および決算、並びに行政庁への定期提

出書類承認の件 
第 2 号議案  第 23 回評議員会（定時）の招集承認の件 
第 3 号議案  理事全員の改選にともなう代表理事選任承認の件 
第 4 号議案  理事全員の改選にともなう理事長選任承認の件 
第 5 号議案  理事全員の改選にともなう専務理事再任および事務局長委

嘱承認の件 
第 6 号議案 高齢者福祉分野・施設助成承認の件 

○第 152 回理事会  令和 5 年 10 月 27 日開催 
第 1 号議案  令和 5 年度研究助成事業承認の件 
第 2 号議案  令和 5 年度財団賞、財団奨励賞授賞承認の件 
第 3 号議案  基本財産（社友基金）繰入承認の件 
第 4 号議案  役員賠償責任保険（D&O 保険）加入承認の件 
第 5 号議案  第 24 回評議員会（臨時）の招集承認の件 

○第 153 回理事会  令和 6 年 3 月 8 日開催 
第 1 号議案  令和 6 年度事業計画および令和 6 年度予算承認の件 
第 2 号議案  選考委員会規程の制定承認の件 
第 3 号議案 財団印章取扱規程の一部改定承認の件 

 
２．評議員会 

○第 23 回評議員会 令和 5 年 6 月 22 日開催 
第 1 号議案  令和 4 年度事業報告および決算承認の件 
第 2 号議案  理事全員の任期満了に伴う改選の件 
第 3 号議案  監事選任の件 
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第 4 号議案  評議員選任の件 

○第 24 回評議員会 令和 6 年 3 月 8 日開催 
第 1 号議案  定款の一部改定承認の件 
第 2 号議案  役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規程の一部改定

承認の件 
第 3 号議案  常勤理事の令和 6 年度報酬承認の件 

 
 
Ⅲ．その他 

１．年次報告書の発行 
年次報告書「一年のあゆみ－2022 年度年報」を令和 5 年 7 月に発行した。 
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＜別紙＞

（１）交通事故・各種災害の防止等分野

　①研究助成

　　a.国内

No. 研究課題
助成金額

(万円)

1
北里大学大学院
医療系研究科医学専攻
博士課程大学院生

飯塚　達也 疲れ目が歩行者の視認性へ及ぼす影響 130

2

名古屋大学
未来社会創造機構
モビリティ社会研究所
先進ビークル研究部門
人間・加齢特性グループ
研究員

岸　浩司
対話式車載インタフェース開発に活用できる認知負
荷の簡易計測法の開発

100

3
北海道千歳リハビリテーション大学
教授

佐々木　努
高齢ドライバーに対する安全運転・健康教育プログラ
ムの開発

35

4
静岡理工科大学
理工学部 土木工学科
准教授

鈴木　一史
地域性に着目した無信号横断歩道におけるドライ
バーの譲りに関する意識構造分析

70

5
東京歯科大学市川総合病院
精神科部長/准教授

宗　未来

怒りの制御困難を呈する後天性脳損傷患者に対す
るアンガーマネージメント認知行動療法（ＣＢＴ）にお
ける、治療アプリとメタバース（ＶＲ空間）の活用による
効果増強の検討

110

6
大阪工業大学
教職教室
特任教授

辰巳 育男
中学校技術科におけるデジタルファブリケーションで
製作する防災教材の開発

90

7

千葉大学
フロンティア医工学センター/大学院工学
研究院/医学部附属病院
教授

中川　誠司
重度難聴者のための自動車運転時聴覚補助システ
ムの開発

100

8
島根大学
医学部 解剖学講座（発生生物学）
教授

藤田 幸 外傷後の神経回路修復手法の開発 110

9
埼玉大学大学院
理工学研究科
助教

間邊　哲也
拡散モデルと画像セグメンテーションを用いた転移
学習用画像生成による特定小型原動機付自転車の
不適切な歩道走行の検出の実現

80

10
園田学園女子大学
准教授

山崎　雅史
児童の加害行為に着目した交通安全教育教材の開
発

40

11
金沢大学
融合研究域融合科学系
准教授

米陀　佳祐
市街地向け自動運転における交通参加者のリアルタ
イムな物体認識・行動予測の同時推定

70

　　b.海外

No. 研究課題
助成金額

(万円)

12 Suranaree University of Technology
Natthaporn
Hantanong

Assessing the self-report instruments of younger
versus older riders involved in near-miss motorcycle
incidents
（オートバイのニアミス事故に巻き込まれた若いライ
ダーと高齢のライダーの自己申告手段の対比評価）

           64

13
Full-time post-doctoral researcher
Suranaree University of Technology

Chamroeun Se

The interdependent relationship between at-fault
and non-at-fault status and motorcycle-involve
crash severities
（過失／無過失の状況とオートバイが関与する衝突
の重大度との相互依存関係）

           57

14
Associate Professor
ASEAN Institute for Health Development,
Mahidol University

Cheerawit
Rattanapan

Effectiveness Program of Road Safety Literacy for
Foreign Visitor Cyclists in a World Heritage Site of
Thailand
（タイの世界遺産における外国人観光客サイクリスト
の交通安全リテラシーの効果向上プログラム）

           64

15
Researcher
Chulalongkorn University Social Research
Institute

Pichaya
Surapolchai

The Board Game Development to Raise an
Awareness in Traffic Safety among Elementary
School Student
（小学生の交通安全意識を高めるボードゲーム開
発）

           64

16

Assistant Professor
Department of Transportation and
Communication Management Science,
National Cheng Kung University

傅 強
Chiang Fu

Modeling the crash severity crashes at street
intersections by the Latent Class Bivariate
Generalized Ordered Probit model (LCBGOP)
（市街地交差点における衝突事故の重症度に関する
モデル分析）

           96

17
Professor
Dept. of Risk Management and Insurance
of Feng Chia University

許文彥
Wen-Yen Hsu

Pricing Auto Physical Damage Insurance for Electric
Vehicle in Taiwan
（台湾における電気自動車（EV車）車両保険損失
（頻度、金額）と引受（プライシング）との関係性研究）

           96

18
Department of Transportation and
Communication Management Science,
National Cheng Kung University

吳采真
Wu Tsai Chen

Multi-dimensional Driving Risk Assessment with
Limited Dynamic Vehicle Information
（GPSを活用した長距離旅客輸送に関する運転リスク
評価研究）

           96

19

Associate Professor
Department of Transportation and
Logistics Management,
National Yangming Chiaotung University

吳宗修
T. Hugh Woo

Analysis of Scooter Delivery Rider's Behavior in
Yielding at Intersections
（配達車両運転者の行動特性研究（交差点で歩行
者他に道を譲るか否か））

           96

公益財団法人　三井住友海上福祉財団

研究代表者

令和５年度事業一覧　

研究助成　小計　19件　1,566万円

（内　明台産物社負担100万円）

研究代表者
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　②著作・論文表彰

　③普及・啓発助成

No. 助　成　先 助成内容
助成金額
（万円）

1 （一財）日本交通安全教育普及協会 「交通安全ファミリー作文コンクール」募集ポスター作成費用他 59

2 内閣府（政策調整担当） 「秋の全国交通安全運動」ポスター作成配付費用 5

3 交通安全フォーラム推進協議会 「交通安全フォーラム」協賛 10

4 内閣府（政策調整担当） 5

（２）高齢者福祉分野

　①研究助成

No. 研究課題
助成金額

(万円)

1
国立奈良女子大学
アジアジェンダー文化学研究センター
協力研究員

飯田　愛紀
ケアを提供する高齢者：東アジアにおける「孫育て」
を通したクオリティ・オブ・ライフの探索的研究

80

2
徳島大学大学院
医歯薬学研究部薬理学分野
教授

池田 康将
慢性腎臓病と腎老化におけるマクロファージ鉄ストレ
ス制御の役割解明と治療応用への展開

100

3
東京医科大学
組織・神経解剖学分野
准教授

大山 恭司
脳血管ユニットにおける血管の老化とそれに伴うグリ
ア病態のメカニズム解明

115

4

東京大学大学院
医学系研究科
骨免疫学寄付講座
特任准教授

岡本　一男
筋修復に関わる新規免疫細胞集団を標的とした筋
再生技術開発

140

5
東京大学大学院
医学系研究科老年病学
准教授

小川　純人
男性ホルモンの骨格筋代謝・筋骨連関に及ぼす作
用とその加齢変化・性差に関する研究

200

6
東北大学
学際科学フロンティア研究所
准教授

奥村　正樹
アルツハイマー型認知症の予防・治療を目指したプ
ロテオスタシスの理解

160

7
奈良女子大学
助教

鍵本　明里
分光分布の違いが高齢者の視覚的効果へもたらす
影響に関する研究

100

8
東京農業大学大学院
農学研究科環境共生学専攻
主任教授

上岡　洋晴
高齢者を対象としたいわゆる健康食品の広報戦略の
特徴と科学的思考を歪めさせるキャッチ･フレーズ

55

9

大阪大学大学院
医学系研究科
人工知能画像診断学講座
大学院博士課程３年

喜多　洸介
歩行動画と医療画像から歩行障害の原因疾患を推
定するマルチモーダルAI

140

10

京都大学大学院
医学研究科
形態形成機構学
准教授

木村 亮
長期経管栄養が腸内細菌叢を介して加齢変化に及
ぼす影響に関する研究

120

11
東京都立大学
准教授

児玉　謙太郎
高齢者の転倒予防のための VR 歩行トレーニング・
システムの開発

100

12
三重大学大学院
医学系研究科生化学分野
准教授

實木　亨
脳老化に伴う AMPA 受容体翻訳後修飾の同定と生
理機能の解明

120

13
昭和大学附属烏山病院
講師

清水　峻志
加齢性心不全におけるプロテオスタシス破綻の病態
解明研究

160

14
兵庫医科大学
医学部総合診療内科学
助教

庄嶋　健作
生体内リプログラミングにより誘導される循環物質を
介した抗加齢療法

120

15
芦屋大学
経営教育学部経営教育学科
専任講師

高倉　弘士
「生涯現役」時代における高齢期の労働と生活に関
する調査研究

70

16
東京大学大学院
総合文化研究科
大学院生

高橋　涼吾
転倒恐怖心が立位バランスを低下させる神経メカニ
ズムの解明〜大脳皮質活動に着目して〜 40

17
国立長寿医療研究センター
部長

田口　 明子
認知機能障害発症におけるアストロサイトのインスリ
ン作用機構の関与についての検討

180

18

昭和大学　薬学部
社会健康薬学講座
薬剤疫学部門
助教

谷　拓朗
DPC データによる Dementia Assessment Sheet for
Community-based Integrated Care System-21 items
予測モデルの開発

50

19
新潟大学医歯学総合病院
義歯診療科
講師

長谷川 　陽子
ライフスタイルの変化に応じたオーラルヘルスアプ
ローチによる引きこもり予防

100

研究代表者

「春の全国交通安全運動」ポスター作成費用

普及･啓発助成　小計　4件　78万円

交通事故・各種災害の防止等　合計　23件　1,645万円
（内　明台産物社負担100万円）

　　　　　　　「該当者なし」
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No. 研究課題
助成金額

(万円)

20
東京大学医学部附属病院
循環器内科
助教

東邦　康智 炎症を標的とした新規心不全治療の開発 100

21
国立循環器病研究センター
脳神経内科
医師

福間　一樹
細菌叢代謝系に着目した高齢脳卒中患者における
サルコペニア・嚥下障害の基盤研究

100

22
京都府立医科大学大学院医学研究科
内分泌代謝内科
大学院生

宗川　ちひろ
フレイル対策のためのRNA干渉による骨格筋機能回
復の検討

90

23
文京学院大学人間学部心理学科
教授

山崎　幸子
地域高齢者に対する自伝的記憶の活性化による心
理・社会的効果
―ガイド付き自伝プログラム短縮版の検証―

50

24

国立感染症研究所
エイズ研究センター
第二研究グループ
グループ長

山本　浩之
高齢者の感染予後を攪乱する成人発症型 IEI(先天
性免疫疾患)群の同定・解明に基づく臨床指標の構
築

100

　②著作・論文表彰

題名
副賞
(万円)

重水　大智

【論文】
Whole-genome sequencing reveals novel ethnicity-
specific rare variants associated with Alzheimer's
disease
全ゲノム解析による新規日本人特異的に認められる
アルツハイマー病発症に関連する変異の同定

財団奨励賞
30

　③普及・啓発助成

No. 助　成　先 助成内容
助成金額
（万円）

1 第33 回日本老年学会総会 「高齢者の自動車運転をめぐって」シンポジウム協賛 88

　④施設・事業助成

No. 助　成　先
助成金額
（万円）

1 社会福祉法人 壷阪寺聚徳会 介護用福祉車両購入費用（奈良県高取町） 100

2 社会福祉法人 水仙福祉会 介護用福祉車両購入費用（大阪府大阪市） 100

3 社会福祉法人 千歳会 介護用福祉車両購入費用（滋賀県彦根市） 80

高齢者福祉　合計　29件　2,988万円

（内　明台産物社負担100万円）

研究助成　小計　24件　2,590万円

著者

国立長寿医療研究センター
メディカルゲノムセンター
部長

著作・論文表彰　小計　1件　30万円

助成内容

施設･事業助成　小計3件　280万円

普及･啓発助成　小計　1件　88万円

合計（交通事故・各種災害の防止等・高齢者福祉）　52件　4,632万円

研究代表者
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